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2012 年 (平成 24 年) 1 月〜2012 年 (平成 24 年) 12 月
＊「研究状況」は 2010 年 (平成 23 年) 1 月より 2011 年 (平成 24 年) 12 月も含む
＊ 紙幅の関係上，2013 年の彙報は，2014 年度中に刊行予定の 106 号に掲載する
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題」 齊藤 博英 (京都大学)
(講演)「合成生物学の論理とその社会













本年は 7 月 23 日に最初の会合を開催したのち，
各情報処理技術に関して，電子メールで意見交換を
おこなった。さらに 12 月 3 日に 2 度目の会合を持
ち，それらの技術を，今後の研究にどう活かしてい





2010 年 1 月から 3月まで









































































遷 ―満鮮拓植設立 (1936 年) から
「満洲開拓政策基本要綱」策定 (1939




3 月 6 日 ｢第一次大戦下の東南アジアと日本 ―
堤林数衛の移民論を中心に―」
籠谷 直人
4月10日 ｢植民地朝鮮と牧山耕蔵」 金 玄
｢植民地期朝鮮からの人口流出の要因
に関する一試論」 水野 直樹
















9 月11日 (紹介) 金光烈著『韓人の日本移住史
研究 1910〜1940 年代』(ソウル，ノ


















2 月 1 日 ｢あなたはどこ？ 私はだれ？ ─歌謡
曲のフィクション論に向けての一考
察」 久保 昭博













6月 3日 ｢透明人間の夢 ―科学的実証性と〈本
当らしさ〉」 大浦 康介
6 月10日 ｢遊び時間の終わり ―遊びのなかの
虚構，虚構のなかの遊び」近藤 秀樹
6 月17日 ｢ヴァーチャル・リアリティー ―科
学技術が可能にする現実の見え方・見
せ方」 塩瀬 隆之
6 月24日 ｢あなたはどこ？ 私はだれ？ ─歌謡
曲のフィクション論に向けて」
久保 昭博






11月15日 «Fiction et cultures »
Françoise Lavocat
12月 2 日 «Relating catastrophe in earlymodern

















仕組み Neither hard-boiled norsoft-




















6 月 4 日 “Stories They Tell Themselves About
Themselves : Japanese and American
Swimmers, African and Korean
Distance Runners, and American and
Mexican Mythologies of a “A Hidden
Tribe of Superathletes” ―American
Nationalism in InternationalContexts”
16 : 00-18 : 15 MarkDyresonマーク・ダイレソン
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What Blood Wonʼ Tell : A History of Race
on Trial in America
ARIELA JULIE GROSS
(南カリフォルニア大学教授)












8月 4 日 ｢日本映画にみる朝鮮人慰安婦と在日
女性」 高 みか





















































































































5 月 8日 ｢アルザスと第一次世界大戦・再考」
中本真生子
5 月24日 ｢大戦を人類学する ─トレンチ・
アートと戦場の記憶」 田中 雅一












10月 9 日 ｢農本主義とファシズム ―農業史に
おける第一次世界大戦」 藤原 辰史






























4 月30日 (会読 24)
Vadhula-Srautasutra 10, 12, 0-16
藤井 正人
5月14日 (会読 25[再読 3])
Vadhula-Srautasutra 10, 1, 1-17
梶原三恵子
6 月11日 (会読 26[再読 4])
Vadhula-Srautasutra 10, 1, 18-60
手嶋 英貴
6 月25日 (会読 27)
Vadhula-Srautasutra 10, 13, 1-29
藤井 正人
7月 9日 (会読 28[再読 5])
Vadhula-Srautasutra 10, 1, 18-60
手嶋 英貴
7 月23日 (報告 23)
Birch-bark Scrolls and Precious
Metals :Writing Buddhism In Ancient
Gandhāra Stefan Baums
10月15日 (会読 29[再読 6])
Vadhula-Srautasutra 10, 1, 61-10, 2,
20 梶原三恵子
10月29日 (会読 30[再読 7])
Vadhula-Srautasutra 10, 1, 61-10, 2,
20 梶原三恵子
11月12日 (会読 31)
Vadhula-Srautasutra 10, 14, 1-45
藤井 正人
11月26日 (会読 32[再読 8])
Vadhula-Srautasutra 10, 2, 21-43
大島 智靖
12月10日 (会読 33[再読 9])
Vadhula-Srautasutra 10, 2, 44-10, 3,
28 横地 優子
研究準備会
1月 22 日，2月 19 日，3月 26 日
古典のなかなのアジア史 班長 籠谷直人







(ミネルヴァ書房，2009 年 12 月) を
めぐる「古典班」からの論点提示」
籠谷 直人








10月30日 ｢田保橋潔の朝鮮感」 石川 亮太
11月27日 ｢ブーケの『二重経済論』」島田 竜登
12月18日 ｢合股論再考」 陳 来幸
色道書の言語をめぐる文明史的研究
班長 横山俊夫















































3 月 6 日 ｢幸田露伴の数学研究と少年雑誌『小
国民』」 武田 時昌













塩瀬 隆之 (於 総合博物館)
5 月29日 ｢『難波鉦』〈続 雲井月 遣手〉」
後藤 静夫
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柳原 睦夫 氏 (陶芸家)
(於 ギャラリー器館)
11月27日 ｢『難波鉦』〈続々 雲井月 遣手〉・現
代上方語訳」 後藤 静夫
12月18日 ｢『難波鉦』校訂訳本出版計画につい

















2 月 1 日 ｢日本人旅行者が見た 1900 年前後の
ヨーロッパ」 真銅 正宏








文化の改造」(The Re-creation of Eu-





















3 月 5 日 国立民族学博物館資料調査
3 月15日 ｢人文研保存事務方文書の特徴と，保
存のための課題」 岩城 卓二



























古代チベットの長さの單位 : mdaʼと sor mo (岩尾
一史)
Another Hungarian looting Chinaʼs treasures? : Sir





また 8月 11 日に開催された夏季大会では以下の














































































2 . 8 ：北魏馬鳴寺故根法師碑
2. 15：北魏馬鳴寺故根法師碑
2 . 22：北魏馬鳴寺故根法師碑






































5 月 7 日 ｢戦時上海の情報戦 ―中西功と日森
虎雄を中心に」 江田 憲治
5 月28日 ｢祝大椿の企業者活動」 金丸 裕一




7 月 2 日 ｢台趙鉄道と津浦鉄道」 袁 広泉








































2010 年 6 月 4 日
爾雅
中国哲学書電子化計画
7 月 2 日 Mac OS X上での作業環境構築 (1)
7 月16日 Mac OS X上での作業環境構築 (2)
9 月 3 日 Book Scanners
Mac OS X上での作業環境構築 (3)
9 月17日 Mac OS X上での作業環境構築 (4)
10月 1 日 Mac OS X上での作業環境構築 (5)
10月15日 『漢文大系』の PDF化
Mac OS X上での作業環境構築 (6)
11月 5 日 Mac OS X上での作業環境構築 (7)
11 月 19 日 Mac OS Xでの作業環境構築 (マシ
ン間のコピー)
12月 3 日 emacs 上での mecab-kanbun 自動処
理
[2010 年 12 月 17 日](予定)
銀雀山漢墓竹書残簡の整理
―中国古代の基礎史料―
2010年 1月より 2010年 3月まで 班長 浅原達郎
引き続き上海博物館蔵楚簡にとりくんだ。鬼神之
明・融師有成氏 (1 月 15 日〜22 日) を読み，競公














まず，競公瘧を読み終え (4 月 16 日〜4月 30 日)，
続いて孔子見季桓子 (5 月 7 日〜7月 2日)，荘王既
成・申公臣霊王 (7 月 9 日〜16 日)，平王問鄭寿 (7
月 23 日)，平王与王子木 (10 月 1 日〜10 月 8日)，
慎子曰恭倹 (10 月 15 日〜22 日)，用曰 (10 月 29
日〜12 月 10 日) と読み進んだ。





















本研究班は，2004 年より 6 年間行ってきたが，





























第 2 部 座談会「陰陽五行説研究の新展開」
基調報告：「『五行大義』再読と新出土史料」
武田 時昌












































































































2010 年 1 月〜3月の活動を下に示す。
1月19日 (研究報告) ｢金元北方雲門宗初探」
劉 暁
2 月 2 日 (會讀) ｢『元典章』十二 吏部六 吏
制 典史 獄典 庫子」 岩井 茂樹
2 月16日 (研究報告)「17 世紀日朝間の武器密
貿易」 金 文京
3 月16日 (研究報告)「中朝外交と吏文 ― 『同
文彙考』読解のために」 矢木 毅





















































真諦三蔵とその時代 班長 船山 徹
本研究班の最終年度として今年度は原稿の作成と
班員による研究発表を行った。班長の海外出張 (ラ
























佚文補遺」 大竹 晋・池田 将則

























1 月26日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
2 月 2 日 ｢三国両晋鏡銘の会読」 森下 章司
2月 9日 ｢後漢鏡銘の研究」 岡村 秀典
2 月16日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
3 月23日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
3 月30日 ｢後漢鏡銘の会読」 岡村 秀典
4 月 6 日 ｢三国両晋鏡銘の会読」 森下 章司
4月13日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
4 月20日 ｢後漢鏡銘の会読」 岡村 秀典
4 月27日 ｢三国両晋鏡銘の会読」 森下 章司
5月11日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
5 月18日 ｢後漢鏡銘の会読」 岡村 秀典
5 月25日 ｢三国両晋鏡銘の会読」 森下 章司
6月 1日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
6 月 8日 ｢後漢鏡銘の会読」 岡村 秀典
6 月15日 ｢三国両晋鏡銘の会読」 森下 章司
6月22日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
6 月29日 ｢後漢鏡銘のまとめ」 岡村 秀典
7 月 6 日 ｢漢鏡七期〜三国鏡の銘文」
森下 章司
7月13日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
7 月20日 ｢三国両晋鏡銘のまとめ」 森下 章司
9月28日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹




10月12日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
10月19日 ｢根津美術館新収鏡の紹介と蛍光 X線
分析」 廣川 守
10月26日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹





12月 7 日 ｢後漢の鎮墓陶文と鏡銘」 金 文京






4月13日 ｢研究会打合せ」 岡村 秀典
4 月27日 ｢雲岡石窟第一洞」 安藤 房枝
5 月11日 ｢雲岡石窟第一洞」 安藤 房枝
5 月25日 ｢雲岡石窟第一洞」 安藤 房枝
6 月 8日 ｢雲岡石窟第一洞」 安藤 房枝
6 月22日 ｢雲岡石窟第二洞」 安藤 房枝
7 月13日 ｢雲岡石窟第二洞」 安藤 房枝
9 月28日 ｢雲岡石窟第二洞」 岡村 秀典
10月12日 ｢雲岡石窟第三洞」 向井 佑介
10月26日 ｢雲岡石窟第三洞」 向井 佑介
11月 9 日 ｢雲岡石窟第三洞」 向井 佑介
12月14日 ｢雲岡石窟第四洞」 向井 佑介
中国社会主義文化の研究 班長 石川禎浩
【期間】2006 年 4 月―2010 年 3 月
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【時間・場所】隔週金曜日 14 時 00 分―17 時 00 分
















2 月 5 日 ｢小説『劉志丹』事件をめぐって」
石川 禎浩




【期間】2010 年 4 月―2014 年 3 月
【時間・場所】隔週金曜日 14 時 00 分―17 時 00 分
本館セミナー室 4 (311 室)




















(1944 年〜1945 年)」 吉田 豊子
6 月25日 ｢中共冀魯豫区根拠地の象徴と民俗利
用」 丸田 孝志
7 月 9 日 ｢抗日戦争期の曹禺作品上演 ―重慶・
上海・延安」 瀬戸 宏
10月 1 日 ｢アジア・太平洋戦争期におけるアメ
リカ華僑の動態と特質」 菊池 一隆






























4 月23日 (会読)「Zayn al-Akhbar」
担当 稲葉 穣
5 月 8日 (研究報告)「7 世紀から 12世紀まで
のチベットの西方への進出と古チベッ
ト語碑文」 岩尾 一史
5 月21日 (会読)「Zayn al-Akhbar」
担当 二宮 文子
6 月 5 日 (研究報告)「彫刻技術から見たガン
ダーラ・クシャン朝時代の一画期」
内記 理
6 月18日 (会読)「Zayn al-Akhbar」
担当 二宮 文子・宮本 亮一
7 月 3 日 (特別講演)「Ashoka, the Past Bud-
dhas and Kapilavastu in the Light of
Archaeological Excavations」
GiovanniVERARDI
7 月16日 (会読)「Zayn al-Akhbar」
担当 宮本 亮一
9 月17日 (特別講演)「Reconsidering the Pres-
ence of Buddhism in Eighth-Ninth










11月26日 (特別講演)｢The Khataynameh as one
of the last documents of the Silk Road」
RalphKAUZ
12月 3 日 (会読)「Zayn al-Akhbar」
担当 川本 正知
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また，上記公開セミナーに先立つ 11 月 4 日の研
究会では，メタデータとその処理に関する議論をお
こない，『情報の構造とメタデータ』と題するシン

















































































9 月 8日 第 1回研究会
(研究報告)「科学的用語としての「遺
伝」・「遺伝子」の由来」 松原 洋子










全国から計 20名の班員の参加を得て，2011 年 4 月






























④ 2011 年 6 月 24 日 (金)















さらに 2回の研究会のほか，2012 年 2 月 5 日 (日)
に，西川長夫『パリ五月革命私論 始まりとしての
68 年』の刊行を記念して，人文研アカデミー・シ












じて 3 月 11 日の東日本大震災によって生じた多大
な被害やその後の心的外傷問題は，本研究でも取り






























































1 月 8日 ｢朝鮮人満洲農業移民政策の衰退過程
― ｢満洲開拓政策基本要綱」の策定















1月 8日 Introduction YasukoTakezawa
Asian/Japanese Americans and the U.
S. Social Formation GaryOkihiro
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Vernacularizing Racism : Japanese Im-
migrants and the Language of Race
FuminoriMinamikawa
The Unbearable Whiteness of Being :
Representations of Japanese/Asian A-
mericans in Contemporary Sociologi-
calTheory MichaelOmi
Postcolonial Nihonmachi : Commodi-
fying Racial Differences in the Age of
Globalization SachikoKawakami
Japanese Americans and Progressive
Political Identity : Intergenerational
Portraits MariMatsuda





1 月10日 Introduction YasukoTakezawa
Colorblind? : The Contradictions of
Racial Classification” MichaelOmi
Comments : Mari Matsuda
Critical Race Reconstructions : Japa-
nese/Asian-American Interventions
(narratives) in the Black-White Bina-
ry of American Racial Discourse
Charles Lawrence






1 月22日 Introduction KazutoKato
Between Political Equality and Human
Biological Difference : Interpreting Af-
rican Genetic Diversity in American
Genome Science Duana Fullwiley
Biomedical Genomics, Identity and Na-
tional Politics Amy Hinterberger
Exploring the Purchases and Pitfalls of
a Pan-Asian framework in Human Ge-
netics Studies” Shirley Sun
Genome Diversity and Regional Differ-





1 月23日 Beyond the critique : How understand-
ing genomic racialization can improve-
disease research MichaelMontoya
How should we think of “population”
in population genetics? Hiroki Oota
Comment : Troy Duster
第 5回
場所：人文科学研究所





















































“Changing Representations of Indigenous and
Migrant Groups in Globalizing Japan : Genes,
Bones, and Cultures”
場所：西オーストラリア大学
7月 5日 Save As History : Jinruikan Incident in
Okinawan Modernity
KazumaMaetakenishi
Differences in the Prevalence of Tu-
berculosis Mortality Among the Ainu
and theEthnic Japanese during the
Early Twentieth Century : Socio-
Economic andPolitical Structural Influ-
ences Noriko Seguchi
The Ainu of Japan in the Indigenous
Movement : International and Domes-
tic Aspects
ShunwaHonda (Henry Stewart)
Being the Muslim “Other” in Japan :
The Experiences of PakistaniMuslims
and their Japanese Wives
MasakoKudo
The Lesson of the Great Kobe Earth-
quake and Changing Representations
of Multicultural Coexistence in Japan
YasukoTakezawa
How Do Physical Anthropologists






南川 文里，河上 幸子，工藤 正子，





川島 浩平，坂野 徹，加藤 和人，





“Japanese andAsianAmericans : Racializations
and Their Resistances”
場所 : University of California, Los Angeles





Racial Formation in the Representa-






Vernacular Representation of Race
and the Making of an Ethno-racial
Community of Japanese in Los
Angeles FuminoriMinamikawa
Gender and Racial Representation :
the Japanese Immigrant Community
in Los Angeles before World War II
YukoMatsumoto
Comments (Valerie Matsumoto) &
Discussion
Part II
Race and Conflict in the Study of
JapaneseAmericans LonKurashige
The Making of Japanese Racial Identi-
ty in America, and Why Are There
NoImmigrants in Postwar Japanese
AmericanHistory? EiichiroAzuma
Barefoot Journalists and theMaking of
Asian America, 1969-1974
Karen Ishizuka




“Japanese andAsianAmericans : Racializations
and Their Resistances”
場所 : University of California, Los Angeles
10 月 14 日 (金)
Part III
The Unbearable Whiteness of Being :
Representations of Japanese/Asian
Americans in Contemporary Sociologi-
calThought MichaelOmi
The Nakayoshi Group : Post-War
Okinawan Immigrant Women Arti-
culation of Okinawan Identity in
America WesleyUeunten
Japanese American Artists With and
Against Representations : An Anthro-
pological Study YasukoTakezawa
Japan/America : Mixed Race History
and Prospects DuncanWilliams
What Brings Korean immigrants to
Japantown? : Commodifying Racial
Differences in the Age of Globalization
SachikoKawakami
Comments (Clement Lai, California





































論一般については，『人文学報』104 号 (2013 年)
「近代都市の諸相」特集号としてまとめた。
班員 岩城卓二 金文京 高階絵里加 水野直樹
黒岩康博 (以上所内) 伊従勉 中嶋節子 藤原学
谷川穣 福家崇洋 小林丈広 青谷美羽 秋元せき
飯塚一幸 井上章一 井原縁 岩本馨 内田和伸
大場修 岡村敬二 長志珠絵 小野健吉 小野芳朗
川口朋子 河西秀哉 桐浴邦夫 工藤泰子 清水愛
子 清水重敦 鈴木栄樹 ヘンリー・スミス 高久
嶺之介 高田祐介 田島達也 田中智子 谷山正道
辻岡健志 中川理 並木誠士 羽賀祥二 幡鎌一弘
原田敬一 日向進 廣瀬千紗子 福井純子 福島純
子 福島栄寿 丸山宏 毛利紫乃 本康宏史 山上
豊 山田誠 吉井敏幸 吉田栄治郎
2011 年
1 月22日 ｢城下町尼崎と士族の 19世紀」
岩城 卓二
｢「三都論」と「三府論」」 丸山 宏

















































4 月 9 日 ｢第一次世界大戦前夜までのオスマン
帝国 ─帝国・政治社会・国際関係」
鈴木 董




5 月30日 ｢合評会 岡田暁生『「クラシック音楽」
はいつ終わったのか？』をめぐって」
片山 杜秀





7 月11日 ｢外交指導者としての加藤高明 ―二
十一ヵ条要求問題を中心として」
奈良岡聰智
9 月24日 ｢合評会 河本真理『葛藤する形態』を
めぐって」 高階絵里加
10月 8 日 ｢合評会 久保昭博『表象の傷』をめ
ぐって」 塚原 史
11月 5 日 (小シンポジウム)「西洋の没落？─思
想史のなかの第一次世界大戦
王寺 賢太























1 月14日 (会読 34[再読 10])
Vadhula-Srautasutra 10, 3, 29-73
小林 正人
1月28日 (会読 35)
Vadhula-Srautasutra 10, 14, 46-76
大島 智靖
3 月 4 日 (会読 36[再読 11])
Vadhula-Srautasutra 10, 4, 1-32
堂山英次郎
灌頂と即位の文化史 班長 藤井正人
本共同研究 (2011. 4-2014. 3) は，共同研究「王権






















4 月 1 日 (会読)
Vadhula-Srautasutra 10, 15, 1-37
梶原三恵子
12月 9 日 (会読)
Taittiriya-Brahmana 1, 7, 3, 1-4
横地 優子
古典のなかのアジア史 班長 籠谷直人
2011 年 3 月
｢古典のなかのアジア史」の研究報告書を名古屋
大学出版会より刊行することが決定。
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日本の文学理論・芸術理論 班長 大浦康介






視点から』を読む (1)」 岩松 正洋
5 月 9 日 ｢上田真『日本の文学理論 ─海外の
視点から』を読む (2)」 岩松 正洋
5 月23日 ｢漱石の『文学論』をめぐって」
大浦 康介








10月 3 日 ｢竹内敏雄『文藝學序説』を読む (2)」
久保 昭博
10月17日 「小西甚一『日本文藝史 ─別巻 日
本文学原論』を読む (1)」重田 みち




12月 5 日 ｢鈴木貞美『日本の「文学」概念』，
『「日本文学」の成立』を読む」
大浦 康介

































昌，田中祐理子 (以上，所内) 梶 茂樹，木村大
治，塩瀬隆之，全 容範，田辺明生，松田文彦，山
極壽一 (以上，学内) 上村多恵子 (日本エッセイ





加藤 和人，木村 大治，斎藤 清明，
田辺 明生，松田 文彦，横山 俊夫





















































































2 月21日 (会読)「The logbook of the captainʼs
clerk : adventures in the China seas」
2月23日 (研究報告)「エドウィン・アーノルド
の日本紀行とその受容」 橋本 順光
3 月 2 日 (研究報告)「カフェを舞台とした文学




4 月25日 (会読) The logbook of the captainʼs
clerk : adventures in the China seas
5 月16日 (会読) The logbook of the captainʼs
clerk : adventures in the China seasを
6月13日 (会読) Notes sur le Japon, la Chine et
lʼInde (Charles de Chassiron)
7 月25日 (会読) Notes sur le Japon, la Chine et
lʼInde (Charles de Chassiron)
9 月26日 (会読) Notes sur le Japon, la Chine et
lʼInde (Charles de Chassiron)
10月10日 (会読) Heco, Joseph, The Narrative of
a Japanese : What He Has Seen and the
People He Has Met in the Course of the
Last 40 Years (1895)
11月21日 (会読) The Narrative of a Japanese :
What He Has Seen and the People He















2 月 4 日 会読：ロベスピエール「共和国の政治
状況について」③
谷田 利文・橋本 周子・藤井 俊之
2 月18日 会読：ロベスピエール「共和国の政治
状況について」④ 上野 大樹




4 月22日 公開講演会：Montesquieu et la crise
du droit naturel moderne. Lʼexégèse
straussienne. (Céline Spector)
4 月29日 合評会：「富永茂樹『トクヴィル ―
現代へのまなざし』」
松本 礼二・佐藤 淳二




























































4 月25日 「羽 53《呉安君分家契》について ―
家産相續をめぐる一つの事例」
山口 正晃
5 月 9 日 ｢大英博物館藏甲戌年四月沙州妻鄧慶
連上肅州僧李保祐状」 坂尻 彰宏
5 月23日 ｢陳寅恪論及敦煌文獻雜記 ―利用經
路を中心に」 永田 知之























12 月 5 日 (月)
｢現行本《搜神記》諸本テキストと埋
藏文獻について」 中村 有香
12 月 5 日 (月)
｢敦煌の喪葬儀禮と唱導」 荒見 泰史
12 月 19 日 (月)
｢敦煌・トルファン出土唐代法典文獻
研究の現在」 辻 正博




漢簡語彙辞典の出版 班長 冨谷 至
本研究版は，「漢簡語彙辞典」出版にむけての原
稿作りをすすめており，現時点での語彙数は 4500











































1 月17日 ｢齊趙郡李氏碑」 矢木 毅
1 月24日 ｢齊趙郡李氏碑」 矢木 毅
1 月31日 ｢齊趙郡李氏碑」 矢木 毅
2 月 7 日 ｢齊趙郡李氏碑」 矢木 毅
2 月14日 ｢齊趙郡李氏碑」 矢木 毅
4 月18日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
4 月25日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
5 月 9 日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
5 月16日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
5 月23日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
5 月30日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
6 月 6 日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
6 月20日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
6 月27日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
7 月 4 日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
7 月11日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
9 月12日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
9 月26日 ｢蘭陵忠武王碑」 池田 恭哉
10月17日 ｢高翻碑」 宮宅 潔
10月24日 ｢高翻碑」 宮宅 潔
10月31日 ｢高翻碑」 宮宅 潔
11月14日 ｢高翻碑」 宮宅 潔
11月21日 ｢高翻碑」 宮宅 潔
11月28日 ｢高翻碑」 宮宅 潔
12月 5 日 ｢高翻碑」 宮宅 潔
12月12日 ｢高湛墓誌」 藤井 律之






















5 月27日 ｢1930 年・上海と武漢 ― ｢李立三路
線」をめぐって」 江田 憲治



































6 月 3 日 Emacs For Mac OS X
反切に関するコーパスデータ検討
6月17日 Emacs23 (Cocoa Emacs) 入門から中
毒まで (IMEパッチの適用)





州を読み (1 月 21 日〜2月 4日)，『上海博物館蔵戦
国楚竹書』第 6 册を読了。2 月 11 日には，容成氏
の配列についてまとめた。4 月からは，武王践ソ
(4 月 15 日〜5 月 20 日)，鄭子家喪 (5 月 27 日〜6
月 10 日)，君人者何必安哉 (6 月 17 日〜7月 1日)，
凡物流形 (7 月 8 日〜11 月 4 日)，呉命 (11 月 11
日〜12 月 9 日) と読み進んで，第 7册も読了した。
『曰古』第 17 号 (4 月 1 日) を発行し，上海博物
館蔵楚簡・容成氏の読書札記，容成氏の配列につい
ての概括，および用曰の配列修正案を掲載した。
『曰古』第 18 号は遅れて，2012 年 1 月発行を予定
している。
















































1月 8日 ｢三十六禽小考」 清水 浩子
｢「敦煌秘笈」中の具注暦日について」
岩本 篤志
4 月 9 日 ｢五音の数理的考察」 武田 時昌
5 月 7 日 ｢西洋光学と気の思想」 尾鍋 智子
6 月 4 日 ｢蔡邑『天文志』佚文に見られる渾天
儀の構造」 小澤 賢二











10月 1 日 ｢『訓民正音』序文を読む (下)」
鄭 宰相










なお，3 月 13 日に大正大学にて術数学東京ワー
クショップ 2011 を企画したが，東日本大地震のた
めに当初に予定した大規模な研究集会が実施できな
かったが，9 月 4 日に延期して開催した (場所：大






































2011 年 1 月〜12 月の活動を下に示す。
1月11日 (會讀)「『江南經略』兵務擧要 海防
〜御將」 加藤 雄三
1 月20日 (會讀)「『江南經略』兵務擧要 攬權
選兵 養兵」 植松 正
2 月 8日 (會讀)「『江南經略』兵務擧要 練兵」
矢木 毅
2 月22日 (會讀)「『江南經略』兵務擧要 設險
分合 賞罰」 小野 達也
5 月31日 (會讀)「『江南經略』兵務擧要 兵戒」
岩井 茂樹
6 月14日 (會讀)「『江南經略』兵務擧要 兵器」
加藤 雄三


























六議 蘇松常鎭總論」 加藤 雄三
真諦三蔵とその時代 班長 船山 徹
本研究班は最終年度として下記の活動を行い，
2011 年 3 月に終了した。
1月21日 ｢真諦『仁王般若疏』佚文 序品第一と
觀空品第二の再検討」 船山 徹




3 月 4 日 ｢真諦と「摂論宗」について」
池田 将則
｢明了論と広律について」 生野 昌範






































字母表) について」 麦 文彪




7 月15日 ｢仏塔の中国的変容」 向井 佑介
7 月29日 ｢ボン教における仏教思想の受容」
熊谷 誠慈
なお 9 月から 12 月は班長の海外出張 (プリンス
トン大学) により研究班を休会せざるを得なかった
が，2012 年 1 月から研究班の隔週開催を再開する。


























1 月11日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
1 月18日 ｢敦煌における西晋・十六国時代の壁
画墓」 郭 永利
1 月25日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
2 月 1 日 ｢後漢華西鏡群の研究」 森下 章司
2月 8日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
2 月15日 ｢後漢鏡における淮派」原田 三壽
3 月 8日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
3 月15日 ｢紀年鏡銘の会読」 光武 英樹
3 月22日 ｢漢三国西晋紀年鏡における作鏡日と
干支記述の変化」 光武 英樹




















1 月11日 ｢雲岡石窟第五洞」 田中 健一
1 月25日 ｢雲岡石窟第五洞」 田中 健一
2 月 8日 ｢中国南北朝期の仏教供養者像」
石松日奈子
(清泉女子大学文学部講師)
3 月 8日 ｢雲岡石窟第五洞」 田中 健一
3 月22日 ｢雲岡石窟第五洞」 田中 健一
4 月12日 ｢雲岡石窟第五洞」 田中 健一
4 月26日 ｢雲岡石窟第五洞」 田中 健一
5 月10日 ｢雲岡石窟第五洞」 田中 健一
5 月24日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
6 月14日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
6 月28日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
7 月12日 ｢南北朝佛寺遺址考古学研究」
朱 岩石
7 月26日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
9 月27日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
5 月24日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
10月11日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
10月25日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
10月11日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
11月 8日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
11月22日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
現代中国文化の深層構造 班長 石川禎浩
【期間】2010 年 4 月―2014 年 3 月
【時間・場所】隔週金曜日 14 時 00 分―17 時 00 分
本館セミナー室 4 (311 室)






















6 月 3 日 ｢第二次世界大戦末期国民政府の対ソ
政策：アルタイ事件からウォレス使節
団訪中の前後まで」 吉田 豊子




















12月 2 日 ｢近代中国と冒険・探検」 高嶋 航














4 月22日 (会読)「Zayn al-Akhbār」
二宮 文子





























12月 9 日 (会読)「Zayn al-Akhbār」
稲葉 穣




の可能性 班長 奥山 直司
本年，本共同研究班は公開講演会を 1回，研究会



















2 月11日〜12 日 第 8回研究会 (高野山合宿)













2 月12日 講演②：藤田光寛 (高野山大学)「高
野山の歴史と文化」
研究発表③：アンドレア･デ･アントー





























本共同研究班は，2013 年 3 月までの残された研









































dhism) は 1960 年代にベトナムで提唱され，その
後世界各地に広まった仏教運動であるが，研究者は，
現代の仏教者による反戦平和，環境問題，差別や圧







































































































[1] http : //kanji.zinbun.kyoto-u.ac. jp
/˜ymzknk/kanzi/
[2] 人文 : USTREAM
















平成 22 年 7 月から 24 年 12 月まで総計 13回の研


























会場：京大人文研本館 3 階 330 号室
(セミナー室 3)






















3 月15日 第 4 回研究会 (公開研究会として開
催)














9 月17日 第 2回研究会
(研究報告)｢動物の体のパターン形成」
























2011 年 4 月に発足した公募研究班 A 班「ヨー
ロッパ現代思想と政治」では，2012 年 1 月から 12
月までの間に，以下の 6回の研究会と 1回のシンポ
ジウムを行なった。





2 月 5 日 人文研アカデミーシンポジウム「日本










夢を見たか ― 1970 年代のトロンティ，
ネグリ，カッチャーリの文献を読む」
中村勝己 (中央大学非常勤講師)
















12月 1 日 ｢ネグリ／ポーコック〜『構成的権力』
と『マキァヴェリアン・モーメント』
についてのメモ」 王寺 賢太
｢Foucault, Mal faire, dire vrai (2012)
前半部を中心とした 1980 年代フー
コー統治論の概観」





















































































なお，本研究会は 2014 年 3 月までの 3 年間の予
定で始まったが，予算の限定もあり，これまで十分
な回数の研究会を開催できなかった (ほぼ年 5，6



























このテーマを中心に，平成 24 年度は 1 月 30 日，
4 月 9 日，4 月 23 日，5 月 7 日，5 月 28日，6 月 4
日，6月 18日，7月 9日，10 月 29 日，11 月 26 日，
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藤田 茂
11月 5 日 (会読)「河出書房『新文学論全集』(第
5 巻『文芸思潮』，第 6 巻『国民文学
と世界文学』) を読む」 大浦 康介
11月19日 (報告)「明治日本の批評言語」
齋藤 希史




























Current status and prospect of ge-
nome-wide approach to identify genes
associated with human traits
鎌谷直之 (理化学研究所)
Japanese population structure based
on genome-wide SNP genotypes
山口(加畑) 由美 (理化学研究所)
Whole genome sequence by massively
parallel sequencing technology
藤本明洋 (理化学研究所)
Race : and Genetic Research : Portray-
als and Problem
Timothy Caulfield (アルバータ大学)



























“A Girl from Matsuyama : Legacy of




















7 月28日 [公開座談会] Nikkei Studies and Be-
yond : Dialogue between Scholars in


































10 月 13 日 (土)
























“The Paradox of Subjectivation : The
Imagined West and Modern Japanese
Intellectuals”
竹内里欧 (椙山女学園大学)
“Marital Strife in the Japanese Immi-
grant Community, 1924-1930 : Rein-
terpreting U. S. Divorce Law”
後藤千織 (京都大学人文科学研究所)
“After the Banquet : Representing
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Japanese Femininity in and through
Memoirs”
渡辺紀子 (京都大学人文科学研究所)

































































































































と共に最終報告書・論集 4冊 (岩波書店) の編集作
業も終えた。さらに，ベルリン自由大学を拠点とし
て進行している International Encyclopedia of the








2 月11日 ｢クルーシブル (坩堝) ―第一次世界
大戦とアメリカニズム」 中野耕太郎





1918-1922 年」 林 忠行
5月12日 ｢ドイツ精神医学と“精神分析療法の
道”」 上尾 真道
5 月28日 ｢カフカスと東アナトリアの戦線 ―
諸民族のルネサンス」 伊藤 順二





7 月14日 ｢「帝国の総力戦」と恒久平和の夢 ―
大戦間期イギリス帝国にとっての国際
連盟」 津田 博司




9 月29日 (特別講演会)「Russian to Polish to




10月22日 ｢捕虜が働くとき」 大津留 厚
11月10日 ｢アメリカにおける映画・芸術・国家






本共同研究 (2011. 4-2014. 3) は，共同研究「王権



















2月10日 (会読) Taittiriya-Brahmana (TB) 1. 7.
3. 4-8 ; Vadhula-Srautasutra (VadhSS)
10. 4. 1-32 (2)
小林 正人，堂山英次郎
2 月24日 (会読) VadhSS 10. 4. 33-5. 34 (1)
梶原三恵子
3 月 9 日 (会読) VadhSS 10. 4. 33-5. 34 (2) ; TB
1. 7. 4 梶原三恵子，堂山英次郎
3 月23日 (会読) VadhSS 10. 4. 33-5. 34 (3)
梶原三恵子
5 月18日 (会読) VadhSS 10. 6. 0-12 ; TB 1. 7. 1-
2 手嶋 英貴
6 月 1 日 (会読) VadhSS 10. 6. 12-42 ; TB 1. 7. 6.
2-5 井狩 彌介
6 月15日 (会読) VadhSS 10. 6. 43-53 ; 10. 7. 1-
20 大島 智靖
7 月13日 (会読) TB 1. 7. 6-9 (1) 大島 智靖
11月16日 (会読) TB 1. 7. 6-9 (2) ; VadhSS 10. 7.
21-42 (1) 大島 智靖，横地 優子
11月30日 (会読) VadhSS 10. 7. 21-42 (2)
横地 優子
12月14日 (会読) TB 1. 7. 9 ; VadhSS 10. 7. 43-8.
10 (1) 横地 優子，小林 正人
12月24日 (研究集会) The International Sympo-
sium “Consecration, Initiation, and










第 1 年度にあたる 2012 年は，おもに華人によっ
て書かれた史料についてのレビューなどを中心に，



































































田中祐理子 (以上，所内) 梶 茂樹，木村大治，
塩瀬隆之，全 容範，田辺明生，松田文彦，山極壽
一 (以上，学内) 上村多恵子 (日本エッセイスト




























(パリ第 1 大学) « Lʼopinion publique



















(社会科学高等研究院) « Violence et
Terrur dans la Révolution française »」
(通訳・川村)
11月 9 日 (文献紹介)「Jean-Clement Martin,
La Terreur. Part maudite de la Révo-
lution ―政治哲学から/と歴史」
前川 真行
11月16日 « Le discours le plus tragique et le plus
pur : Rhétorique et politique chez
Robespierre » エリック・アヴォカ
(ゲスト・スピーカー)



































































7 月16日 ｢關於敦煌文書 P2625號寫本研究的幾
個問題」 劉 安志
｢羽〇四三醫方文獻初探」 辻 正博
｢公主君者者の手紙 ― S. 2241 の受信
者・發信者・作成背景について」
坂尻 彰宏
















以上の論考は，2013 年 4 月に刊行豫定の『敦煌
寫本研究年報』(第 7號) に掲載される。




















北朝石刻資料の研究 (II) 班長 井波陵一
内容：人文研所蔵石刻資料の会読
1 月16日 ｢高湛墓誌」 藤井 律之
1 月23日 ｢高湛墓誌」 藤井 律之
1 月30日 ｢高湛墓誌」 藤井 律之
2 月 6 日 ｢高湛墓誌」 藤井 律之
2 月13日 ｢高湛墓誌」 藤井 律之
2 月20日 ｢高湛墓誌」 藤井 律之
4 月16日 ｢東魏敬史君碑」 向井 佑介
4 月23日 ｢東魏敬史君碑」 向井 佑介
5 月 7 日 ｢東魏敬史君碑」 向井 佑介
5 月14日 ｢東魏敬史君碑」 向井 佑介
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5 月21日 ｢東魏敬史君碑」 向井 佑介
5 月28日 ｢東魏敬史君碑」 向井 佑介
10月15日 ｢東魏敬史君碑」 向井 佑介
10月22日 ｢東魏廉富等造像記」 成田健太郎




12月 3 日 ｢東魏廉富等造像記」 成田健太郎
12月10日 ｢李仲璇修孔子廟碑」 藤井 政彦
12月17日 ｢李仲璇修孔子廟碑」 藤井 政彦
｢長江流域社会の歴史景観」 班長 森 時彦




























2 月10日 分類語彙表による分類 [動詞]







5 月25日 ｢矛盾」(韓非子) での作業結果



































道餓 (1 月 13 日〜1 月 20 日)，顏淵問於孔子 (1 月
27 日〜2 月 3 日)，成王既邦 (2 月 10 日〜2 月 24
日)，命 (4 月 13 日〜5 月 11 日)，王居・志書乃言
(5 月 18日〜6 月 22 日)，李頌 (6 月 29 日〜7 月 20
日)，蘭賦 (7 月 27 日)，有皇将起・婁栗 (9 月 28
日〜10 月 12 日) と読み進んで，第 8册を読了した。
第 9冊は未刊行なので，『清華大学蔵戦国竹簡』に
転じて，ざっと概観 (10 月 19 日)，続いてその第
一冊にとりかかり，尹至・尹誥 (10 月 26 日〜11 月
16 日) および程寤 (12 月 7 日〜12 月 21 日) を読
んだ。
『曰古』第 18 号 (1 月 13 日)，第 19 号 (3 月 30






































2 月 2 日―4 日には韓国術数学学会の主要メン
バー 6名 (李東哲教授 (龍仁大学教授) 趙仁哲教授
(円光デジタル大学) 李容周副教授 (光州科学技術
院) 徐大源教授 (忠北大学) 朴権寿教授 (忠北大









6 月 22 日―24 日には，ソウル大学にてソウル大
学科学史研究室，奎章閣韓国学研究院と共催で，第









また，7 月 21 日には，日本科学史支部例会京都
支部例会との共催で Gerhard Leinss (ケンブリッジ
大学研究員)，杉本舞助教 (関西大学) 両氏を招い
て国際研究集会を催し，8月 25 日―27 日には天地

































3 月 3 日 ｢五姓法と五音」 田中 郁也
3 月27日 ｢Galileo and Jesuit Science in 17th
Century China」 馮 錦榮
5 月 5 日 ｢鄭注月令五畜考」 平澤 歩




































7 月 7 日 ｢宋以前の牡丹と芍薬について ―名
物学の可能性と限界」 久保 輝幸
7 月21日 ｢デジタル計算機における生物学的メ




















11月 3 日 ｢古代，中世の緯学と政治思想」
孫 英剛
























2012 年 1 月〜12 月の活動を下に示す。
1月17日 (會讀)「『江南經略』蘇松海防圖」
藤本 猛




2 月14日 (會讀)「『江南經略』海防論 3」
辻原 明穂
2 月28日 (會讀)「『江南經略』海防論 4・5」
小野 達哉
5 月 8日 (會讀)「『江南經略』巻一，蘇常鎮江防
図，江防論上」 山崎 岳
5 月22日 (研究報告)「管志道と嘉靖帝 ―明末
における専制政治思想―」
岩本真利絵











9 月 4 日 (合評会)「『長城と北京の朝政』(城地
孝著)」 山崎，岩井





































6 月29日 ｢写本の作成過程 ―仏教文献を例と
して」 村田 澪
7 月 6 日 ｢南インド・スリランカへのイスラー
ム初伝について」 稲葉 穣

























1月10日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
1 月24日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
2 月14日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
2 月28日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
3 月13日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
3月27日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
4 月10日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
4 月24日 ｢雲岡石窟第六洞」 田中 健一
｢雲岡石窟第七洞」 高橋早紀子
5 月 8日 ｢雲岡石窟第七洞」 高橋早紀子
5 月22日 ｢雲岡石窟第七洞」 高橋早紀子
6 月12日 ｢雲岡石窟第六洞の位置付けをめぐる
諸問題」 安藤 房枝
6 月26日 ｢雲岡石窟第七洞」 高橋早紀子
7 月10日 ｢雲岡石窟第七洞」 高橋早紀子
7 月24日 ｢雲岡石窟第七洞」 高橋早紀子


























2 月10日 ｢1938-1945 年の日本の対広州貿易の
再建と統制」 張 傳宇
2 月24日 ｢清における科挙家族と婚姻との研究 :
潘祖蔭家族を中心に」 項 巧鋒
3 月 2 日 ｢1940 年代の生活書店について：国共
両党とのかかわりを中心に」
楊 韜








6 月15日 ｢1910 年代における張東蓀の政治制度
構想」 森川 裕貫
6 月22日 ｢トポスとしての東アジアを結ぶ ―
日中国交回復後の海底ケーブル建設を
めぐって」 貴志 俊彦
7 月13日 ｢中共理論闘争史序説」 江田 憲治
9 月28日 ｢日貨排斥運動からみる中国社会の変
容」 徐 小潔
10月12日 ｢文革期の『湖北文藝』」 瀬辺 啓子
10月26日 ｢中国における伝記の生成」
森岡 優紀





























1 月27日 (会読)「Zayn al-Akhbār」
中西 竜也
2 月10日 (研究報告)｢Some Remarks on Bactri-
anKadagstan」 宮本 亮一
｢Temporal Decline of Buddhist Sites
inTokharistan」 岩井 俊平
3月 5日・6日 (国際シンポジウム)
「Afghanistan Meeting 2012 : Between




























6 月 8日 (会読)「Kitāb al-Buldān」
稲葉 穣
6 月22日 (会読)「Kitāb al-Buldān」
稲葉 穣




7 月27日 (会読)｢Kitāb al-Buldān」川本 正知
9月28日 (会読)｢Kitāb al-Buldān」川本 正知
10月12日 (会読)｢Kitāb al-Buldān」二宮 文子
12月14日 (会読)｢Kitāb al-Buldān」二宮 文子






6 月16日 ｢「焚児救母」雑劇 第一折後半」
担当：小松 謙
7 月14日 ｢「焚児救母」雑劇 第二折前半」
担当：佐藤 晴彦
























5 月25日 ｢棉麦借款からみた日中関係の一考察 :
棉花を中心に」 報告者：秋田 朝美
コメンテイター：富澤 芳亜









































4月21日 ｢94話・95話」 担当：竹越 孝
6 月30日 ｢61話・62話」 担当：金 文京
7 月21日 ｢27話・28話」 担当：舩田 善之
10月20日 ｢73話・74話」 担当：玄 幸子
11月24日 ｢43話・44話」 担当：木津 祐子


















































































2012 年 1 月 於 本館共通 1講義室
政治を考える









西川長夫著 『パリ五月革命 私論 転換点としての
六八年』刊行記念
『日本からみた 68年 5月』
2012 年 2 月 5 日
於 京都大学百周年時計台記念館国際交流ホール
第 1 部 対論 「私」の叛乱
評論家 長崎 浩
立命館大学名誉教授 西川 長夫





総合司会 神戸大学教授 市田 良彦
・SENDAI漢籍 SEMINAR








講師 東北大学准教授 齋藤 智寛
討論者 京都大学准教授 古勝 隆一
・退職記念講演会













5 月24日 日本から朝鮮へ ―在朝日本人社会の
形成と消滅―
仏教大学歴史学部准教授 李 昇燁








6 月14日 朝鮮から中国東北へ ―帝国日本と中
国朝鮮族の歴史― 水野 直樹
・特別講演会 (人文研アカデミー)
2012 年 5 月 18日
於 本館セミナー室 1
1893 年シカゴ万国宗教会議と日本仏教
講師 高野山大学教授 奥山 直司
・夏期公開講座 (人文研アカデミー)

























2012 年 11 月 24 日
於 本館共通 1講義室







司会 日曜文筆家 千野 帽子
・東アジア人文情報学研究センター講習会
・2012 年度漢籍担当職員講習会 (初級)
第 1 日 (10 月 1 日)
オリエンテーション 冨谷 至
漢籍について (四部分類概説を含む) 井波 陵一
カードの取り方 ―漢籍整理の実践 土口 史記




第 3 日 (10 月 3 日)
目録検索とデータベース検索 安岡 孝一
漢籍データ入力実習 (1)
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第 2 日 (10 月 30 日)
史部について 宮宅 潔
漢籍データ入力実習 (1)
第 3 日 (10 月 31 日)
子部について 武田 時昌
漢籍データ入力実習 (2)





















(3 月 31 日付)，東京大学大学院人文社会系研究
科准教授就任。
・横山俊夫教授 (人文学研究部) は，定年により退
職 (3 月 31 日付)。
・森時彦教授(東方学研究部) は，定年により退職
(3 月 31 日付)。
・三成寿作特定研究員 (科学研究) は，辞任の上
(3 月 31 日付)，大阪大学大学院医学系研究科特
任研究員就任。
・栗田奈津子 (旧姓 山本奈津子) 特定研究員 (産
官学連携) は，辞任の上 (3 月 31 日付)，大阪大
学大学院医学系研究科特任研究員就任。
・吉沢剛特定講師 (新学術領域研究) は，辞任の上
(3 月 31 日付)，大阪大学大学院医学系研究科准
教授就任。
・高木博志准教授 (人文学研究部) は，当研究所




(4 月 1 日付)。
・武田時昌教授 (附属東アジア人文情報学研究セン
ター) は，東方学研究部に配置換 (4 月 1 日付)。
・山崎岳助教 (附属東アジア人文情報学研究セン
ター) は，東方学研究部に配置換 (4 月 1 日付)。
・麥谷邦夫教授 (東方学研究部) の，附属東アジア
人文情報学研究センター長併任を解除 (4 月 1 日
付)。
・冨谷至教授 (東方学研究部) は，附属東アジア人
文情報学研究センター長を併任 (4 月 1 日〜2013
年 3 月 31 日)。
・藤原辰史東京大学大学院農学生命科学研究科講師
を准教授に採用 (4 月 1 日付)。
・土口史記を助教 (附属東アジア人文情報学研究セ
ンター) に採用 (4 月 1 日付)。
・藤本幸夫 麗澤大学言語研究センター長は，客員
教授 (文化研究創生研究部門，4月 1日〜2013 年
3 月 31 日)。
・JACQUET, Benoit Marcel Maurice フランス国
立極東学院京都支部長は，客員准教授 (文化研究




客員教授 (文化研究創生研究部門，4 月 1 日〜
2013 年 3 月 31 日)。
・武上真理子 人間文化研究機構地域研究推進セン
ター研究員は，客員准教授 (附属現代中国研究セ
ンター，4月 1日〜2013 年 3 月 31 日)。
・VITA, Silvio イタリア国立東方学研究所所長は，
客員教授 (文化研究創成研究部門，4 月 1 日〜
2013 年 3 月 31 日)。
・稲本泰生奈良国立博物館学芸部教育室長を准教授




















期間 11 月 7 日〜2013 年 2 月 6 日
・BLUSSE, Leonard ライデン大学 名誉教授
アジアの通商ネットワークと社会秩序
(文化生成研究客員部門) 受入教員 籠谷教授





期間 4 月 1 日〜8月 5日
・林 素清 中央研究員歴史語言研究所研究員
中国古代青銅器の銘文研究 受入教員 岡村教授




























期間 7 月 17 日〜2013 年 1 月 26 日











期間 2011 年 4 月 1 日〜2012 年 8月31日 (継続)
・PHAN, Cam Van Thi
悔恨の儀式：前近代中国におけるテキストとして
の伝統から宗教儀礼へ 受入教員 船山教授




期間 4 月 1 日〜7月 31 日
出 版 物
紀要
・東方学報 87冊 (紀要第 170冊)
2012 年 12 月 10 日刊
・東洋学文献類目 2009 年度
2012 年 2 月 29 日刊
・ZINBUN number 43
2012 年 3 月刊
・人文学報 第 102 号 (紀要第 169冊)
2012 年 3 月 30 日刊
研究報告その他
・眞諦三藏研究論集 船山徹編
2012 年 3 月 25 日刊
・東方學資料叢刊 第 20冊
2012 年 3 月 30 日刊
・ことばの力 横山俊夫編著
2012 年 3 月 21 日刊
・日本東方学 (第 2 号)
日本京都大学人文科学研究所主編
2012 年 4 月 12 日刊
・所報人文 第 59 号
2012 年 6 月 30 日刊
・シンポジウム「情報と構造のメタデータ」
(2012 年月 21 日実施)
2012 年 2 月 21 日刊
・東洋学へのコンピュータ利用
第 23回研究セミナー (2012 年 3 月 16 日実施)
2012 年 3 月 16 日刊
・イタリア国立東方学研究所大会
｢ヨーロッパ文書館から描く近世日本」
(2012 年 9 月 28日実施)
2012 年 9 月 28日刊
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